
(法第2 8条第1項関係様式例)

令和3年度事業報告書

特定非営利活動法人　環境研究と教育国際交流協会

1　事業の成果

本法人は､棄アジアの人々に対して､環境研究と教育の国際交流に関する事業を行い､乗

アジアの環境改善と教育国際交流に寄与するために､下記の活動を行った｡

(1 )国際協力の活動

(2)環境研究と教育の国際交流を図る活動

(3)経済活動の活性化を図る活動

(4)学術､文化､芸術又はスポーツの振興を図る活動

(5)前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡､

助言又は援助の活動

発足第1 2年度は､会員の創意に基づいて､中国環境問題と日本への影響等を中心に日本

と中国の環境関係団体の方々との緊密な連絡と異体的なテーマについての活動を継続したo

とりわけ､棄アジアにおける重要な環境問題であるPM2. 5大気汚染問題を中心課題とし

て活動を継続白別こ展開してきた｡

前提として､国際交流という相互の信頼関係を充分に構築し､大気環境問題などの異体的

課題に取り組み､相互に有益な事業を模索し､できる範囲で展開した0

1 1年前の2009年1 2月に中国青年国際人材交流センターと環境推進交流の為の協定

書を結び､両国の民間団体として､環境交流活動の推進を図ることを確認したことに基づき､

201 3年より中国河北省廊坊市における､中国大気汚染･微小粒子状物質(PM2. 5)

の課題への取り組みを契機に､その課題について､本年も引き続き活動を行ってきた｡

特に､清華大学との中国大気汚染･微小粒子状物質(PM2. 5)に関する共同研究を継

続的に行い､ 201 3年の国際協力機構(J I CA)から清華大学へ中国大気汚染･微小粒

子状物質(PM2. 5)に関するモニタ｣ング委託調査の成果を踏まえ､日本側のE]本大気

環境学界の諸先生方と共に研究を行うことが出来た｡昨年度は､コロナ禍にあり､日本から

の渡航はほぼできなかったが､現地スタッフ等の協力を得て､活動を継続的に行うことが出

来た｡

また､清華大学との協約に基いて､観測の継続を行い､北京市(清華大学研究観測所､他)

をはじめ河北省における研究観測データの収集を清華大学側との共同で継続的に行い､更に

山東省の計測拠点を設置するなど､中国側の各大学の環境研究に継続的に協力することがで

きた｡

そして､ 201 7年10月に始まった､国際協力機構(J I CA北京)主催の環境にやさし

い社会構造プロジェクト､日中合同研究会｣に本年も継続的に参加し､本年も｢JtCA環境

にやさしい社会構築プロジェクト中国大気汚染分析に関する田中合同研究会｣に参加した｡

(研究会は､北京､日本を結んでのオンライン会議で行われた)

このように､本年度も環境省をはじめとする環境機関や日本大使館､ J I CA北京等との



緊密な連携をとり､官民一体型の環境改善交流活動を展開してきた｡

更に､西安における日本語教育の国際交流事業について､ 20 1 7年における西安側(秩

西省各大学ならびに陳西省教育庁･教育関係者)との締結を踏まえて､日本側の各大学や企

業の支援者の下(賛同する会) ､ 2020年の1 0月に｢第21回長安杯･中国大学生日本語

プレゼンテーション大会｣を開催した｡

本大会は､文部科学省､京都府､京都市､国際交流基金､日本語教育学会､日中経済協会､

本事業に賛同する会の後援の他､京都大学乗アジア経済研究センター､京都外国語大学､東

京外国語大学､同志社大学国際センター､早稲田大学本庄学院の各大学から賛同を得て審査

員も派遣いただいた｡更に(樵)肉EEl洋行の協力を得た｡そして､優勝者には､京都府知事

賞､京都市市長賞も授与された｡中国側は､中国教育国際交流協会､険西省教育庁および中

国日語教学研究会の後援を得た｡参加大学は､大連､天津､両州､洛陽など全国規模の参加

を得て､ 1 9大学であった｡

昨年は､コロナ禍にあり､審査員の西安への派遣ができず､大会の開催が危ぶまれたが､

東京会場(審査会場)と西安会場(発表会場) ､さらに各大学をオンラインで結んで大会を

開催した｡しかし､ 201 9年度の優勝者学生一行の訪日は､コロナ禍の影響を受けて実現で

きなかった｡

よって､次年度の活動は､環境共同研究を行うことと共に､教育の国際交流の活動(長安

杯･中国大学生日本語プレゼンテーション大会)を継続的に行うことになる｡

以上のように､乗アジアの環境改善に向けて､更に日本語教育と通じた教育国際交流事業

を通じて､信頼関係の構築と関係機関との協定の内容を進歩させ､次年度への活動の展望を

得た｡

2　事業の実施に関する事項

(1 )特定非営利活動に係る事業

事業名 倬hｼi>�vR�実施 日時 們�邊��ｨ��従事者 の人数 假8擁���ｸ�"�,ﾉLﾘ鈷ｷ�-���ﾉ�B�支出額 (千円) 

(1) ��隰(ｺｸ,�.(+8+X*(��檍ﾕﾉ'｢�2021 冉ｸｹ韈2�2名 �(hﾙ��0 

国際協力 �7h8ﾘ5x4h4�6y�c8��?ｩ(b�年3月 �?ｩgｲ���H揄�Xｧr�(費用 

の活動 俘y:�Hｸh檄8,伜����+�.ｨ,ﾚB�宙6X8ﾂ���ﾊI?ｩgｸ,ﾂ�は､参加 

JICA北京が主催し､共同 刄s会議) 剏､究者 倆(ｦX齷X��

研究をしている清華大学な らびに中国分析センターが 共同で中国の大気汚染の分 析を行うもので､主に分析手 法などを協議した. 劔10数名 受益対象は 一般市民全 般 �%8,ﾈ+ﾒ�-��決妛I:��vﾈ�ｲ�



2,｢第19回中国.険西省 大学生日本語プレゼンテー ション大会優勝学生ならび に引率者一行の日本への招 碑は､コロナ禍のため訪日が できず､実現できなかった○ 3,第21匝け長安杯.中国 �5(8ﾘ6���,X��郢W2�Eﾂ�#�#��西安 �8ﾈｹ陞��西安外国語 ���cC��

大学生日本語プレゼンテ- 僖���ﾈ��#�#��東京 ��｢�大学､院西 

シ∃ン大会｣を共同開催し �(オン �3�kﾂ�)kﾂ�省.中国各 

た.並びに国際交流のための 刄宴Cン 剪n域の各大 

意見交換と日本語教育活動 の継続の為の協議を行った○ 更に､院西省教育庁国際処 刳J催) 西安 刳w19大学 の参加 鋲西省教育 

関係者との交流についての 僖���ﾈ��京都 剪｡と帰属す 

包括的な協議を行ったo �(オン ライン にて) 凾餒GO組 織､ならび に翼下の各 大学 

(2) ���(hﾙ�,�*�*�.��Xｴ8ｬ(ｺｸ凾�2013年 冉ｸｹ鵤��)8ﾈ��駐在と 冉ｸｹ韈9j���)8ﾈ��9j��0 0 

環境研究 ��U�ﾓ"綛,ﾉ�ｩ.�/�fｸｹ粐�4月より 剩h遣 

と教育国 ��H揄�Xｧx,�*�*(,Hﾗ8**H8)?��現在まで 刮рﾗ 

際交流を �5�8ｨ984�,h6h�ｸ5�,ﾈ��ﾞﾂ�継続して �10数 

図る活動 仂h/�ﾗ8,�+ﾘ�ｲ�いる 剿ｼ 

2.中国における大気環境汚 �#�#��僥位ﾒ�

染PM2.5の測定を､山東 僖�.h.杏��他 �H-r�

省をはじめ各地域で行い､モ ���+X,H*"�����B�

二タリングとデータの収集 作業を行ったo �.��冖ﾂ�ﾋｹ&�5��5�6(7B�路-y�B���kﾂ�



(3) ���(hﾙ�,�*�*�.�(hﾙ��Xｴ8凾�2020 冉ｸｹ��派遣 �(hﾙ�ｦY&�,ﾂ�0 0 

経済活動 ��R餔x揵{����9Z壱��ﾓ"��年12月 2020 年8月 2020 伜)8ﾈ���hｹ��fｸｹ��各2名 ��Xｴ8ｬ(ｺｹ]ｲ�

の活性化 迭�,ﾈ8(6ｨ5�8ｨ984��ｮﾘ,ﾉ;��凵`3名 現地関 係者は､ 各数十 名 2～3 佩ﾈﾊHｸh�(,��

を図る活 ��ﾈ,�,(*(,JHﾇ���4�,�4�6�6��劍.x-�,亊hﾅr�

動 �485�/�ﾗ8,�+ﾓ��"�(hﾙ��)D飩俤ｸﾏ�zﾈｺh檍,b�劍ﾘ���8揺�(,ﾘ爾�Lｨ�j���)D�5ｨ985��

の継続的な交流を行い､日本 との交流事業の推進協力へ のアドバイスを行った. 僖綛ﾈ��京都 (オン ライン) 冖ﾂ�-担当幹部 

(4) ���(hﾙ��Xｴ8刮�R餔x揵{����2021 冉ｸｹ��延べ ��H揄�Xｧxｬ"�0 10 

学術､文 ��9Z壱��ﾓ"絣�,�,(*"�年3月 2020 �?ｩgｲ�10数 仄ｹ�ｩnX徊B�(hﾙ�Zｩ�ﾙ�｢�

化､芸術 �,JI�ｩ.���ｸ,ﾈｺi|ﾒ��宙4�92�名 2名 3名 

又はスポ �+ｸ,ﾉ>�vX,ﾚI9i_ｸ,hｺi|ﾘ+ZB��8�4892�
-ツの振 �+�.ｨ-ﾈ,X,偃h.��x/�,Yx�+ﾒ���2��ｹ�72�ｹ�72��.�5ｨ985��ｲ�

興を図る 活動 �(hﾙ��Xｴ8ｬ(ｺｸ刮�X,ﾈﾊHｸh,ﾂ��ﾈ惠/�:X-ﾈ*h+ﾘ.�,ﾈ,X*�.���"霆8支,ﾈﾙ�ﾝｸﾏ�zﾈ,ﾉ�9���劍,ﾉ�ｩnX彙�?ｩgｹ�H,ﾈｦR�

を図るため､西安外畠語大学 と東京外国語大学の交流協 定へのサポートを行った.更 に京都先端科学大学や京都 府立大学との学術(留学生派 遣)交流を促した.また､西 僖綛ﾈ��#�#��剔蜉w関係者 ならびに研 究者数百 名 中国側白本 

安外国語大学と京都.仏教大 学との提携に向けて仲介を 行っている○ 僖緝ﾈ��剏鼕w会関係 者延べ数百 名と日本語 専攻の大学 生1000 名 



3.京都大学.同志社大学等 �#�#��京都 �)kﾂ�京都中国留 ����

の中国留学生の会(留学生聯 誼会)との交流を行った○ 僖繹ﾈ��刳w生の会､ 会員800 名 

(5) ��雹�79�Xｧxﾆ��yYB��h4��2020 仍�72�?ｩgｺB�2- 迭┘���kﾂ�ｮ仂h�馼�"�0 0 5 

団体の運 営又は活 動に閲す �5x4�ﾏ�zﾈ5ｨ985��ｸ,h,ﾈﾏ�zﾂ�"�?ｩgｸ,�.x-�,�(hﾙ�,ﾊ(ｬ"�年 随時 同上 同上 剞薄ｼ 2.- 

る連絡､助 言又は援 助の活動 仄ｸ淤���I�舒仂j8-h,ﾈ�ﾋ���(hﾙ��ｦY&���ﾈ���2�数名 ��IU9kﾂ簫�

3.駅西省.西安日本語教師 会への助言 剴�9kﾂ�50数名 



特定非営利活動に係る事業会計収支計算書
特定非営利活動法人環境研究と教育国際交流協会
全事業所

[経常収支の部]
【経常収入】
正会員会費収入
受取利息収入
経常収入　計

【事業費】
資料費
旅費交通費
通信費
会議費
事務消耗品費
会費組合費
支払手数料
雑費
印刷　経費
事業費　計

【管理費】
通　信　費

支払手数料
管理費　計
経常収支差額

[その他資金収支の部]
【その他資金収入】
その他資金収入　計
【その他資金支出】
その他資金支出　計
当期収支差額
前期繰越収支差額
次期繰越収支差額

【正味財産増加の部】
当期収支差額
正味財産増加の部　計

【正味財産減少の部】
正味財産減少の部　計
当期正味財産増加額
前期繰越正味財産額
当期正味財産合計

経常収支の召

【税込】 (単位:円)

自　令和2年4月1日　至令和3年3月31日

2, 233, 000

10

41, 106

205, 016

47, 718

62, 839

82, 162

15, 370

880

ll, 530

199, 224

1, 320

660

《正味財産増減の部》

i, 565, 185

2, 233, 010

665, 845

1, 565, 185

0

0

1, 565, _ま重き

192, 288

1. 757. 473

1, 565, 185

0

1, 5_65, 185

112, 868

1. 678. 053



特定非営利活動に係る事業会計損益計算書
特定非営利活動猿人環境研究と教育国際交流協会
全事業所

【税込】 (単位:円)

自令和2年4月1日　至令和3年3月31日

[経常収支の部]

【経常収入】
正会員会費収入
受取利息収入
経常収入　計

【事業費】
資料費
旅費交通費
通信費
会議費
事務消耗品費
会費組合費
支払手数料
雑費
印刷　経費
事業費　計

【管理費】
通　信　費

支払手数料
管理費　計
経常収支差額

当期正味財産増加額
前期繰越正味財産額
当期正味財産合計

2, 233, 000

10

41, 106

205, 016

47, 718

62, 839

82, 162

15, 370

880

ll, 530

_1_99,_ 224

1, 320

660

2, 233, 010

665, 845

1, 565, 185

1, 565, 185

112, 868

I. 678. 053



特定非営利活動に係る事業会計貸借対照表
特定非営利活動法人環境研究と教育国際交流協会　　　　　　　　　　　　　　　　　【税込】 (単位:円)

全事業所令和3年3月31日現在 
資産の部]負債の部 
科目l金額l科目t金額 

l流動資産】 �#3�ﾃ鼎b��ﾃCS�ﾃ��r��ﾃc��ﾃ�S2��ﾃc��ﾃ�S2�【流動負債】 �2ﾃ����

(現金.頭金) 剋ﾁ受金 
小口現金 三菱東京UFJ銀行 現金.預金計 流動資産合計 剽ｬ動負債計 �2ﾃ����

負債の部合計 �2ﾃ����

正味財産の部 
【正味財産】 正味財産 (うち当期正味財産増加額) 正味財産計 ��ﾃcsづ�S2��ﾃScRﾃ�コ��ﾃcsづ�S2�

正味財産の部合計 ��ﾃcsづ�S2�

資産の部合計 ��ﾃc��ﾃ�S2�負債.正味財産の部合計 ��ﾃc��ﾃ�S2�



特定非営利活動に係る事業会計財産目録
特定非営利活動法人環境研究と教育国際交流協会
全事業所

【流動資産】
(現金･預金)
小口　現金
三菱東京UFJ銀行

現金･預金計
流動資産合計
資産の部　合計

【流動負債】
前　受　金

流動負債　計
負債の部　合計

正味財産

[税込1 (単位:円)

令和3年3月31日　現在

230, 946

と, 450, 107

1. 681. 053

i, 681, 053

1. 681. 053

《負債の部》


